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研究成果の概要（和文）：認識の学問として発達してきた西洋の歴史学 (Cognitive Historiography)と、規範形成の
学問として展開してきた伝統的東アジアの歴史学(Normative Historiography)を比較検討した結果、東アジアの歴史に
は規範的要素が強く、西洋の歴史には認識的要素が強いが、しかし、本来的に歴史は、洋の東西を問わず、認識的な要
素と規範的な要素を内包していることを解明し、認識と規範という視点から、歴史の持つ文化的・歴史的・社会的役割
を解明した。

研究成果の概要（英文）：A comparison of cognitive historiography as it has developed in European 
countries, and normative historiography traditionally pursued in East Asian countries has indicated that 
East Asian historiography continues to contain strong normative components, while Western historiography 
emphasizes elements of cognitive components. However, regardless of whether it is studied in the West or 
the East, historiography as an academic discipline has been shown to contain both normative and cognitive 
components. The cultural, historical, and social functions of historiography have been demonstrated in 
this project from cognitive and normative perspectives.
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様 式 Ｃ－19、Ｆ－19、Ｚ－19(共通) 

1．研究開始当初の背景 
(1)研究代表者は平成11-14年度に基盤研究
(B)「西洋史学史における『認識としての歴史』
の形成と発展」、平成13-15年度に萌芽的研究
「『視覚化された世界像』と『思想としての
世界観』の統合に関する思想史的研究」、平
成17-20年度に基盤研究(B)「歴史学における
規範と認識：21世紀歴史叙述の存立基盤に関
する国際的総合研究」を実施した。 
(2)そこでは、「歴史における道徳と科学」と
いう視点に替えて「歴史における規範と認
識」という新たな分析視点を設定し、認識の
学問として発達してきた西洋の歴史学 
(Cognitive Historiography)と、規範の学問と
して展開してきた伝統的東アジアの歴史学
(Normative Historiography)を比較検討した。 
その研究成果として、歴史学自体に内在する
規範的要素と認識的要素の存在の整理・解明
が必要であるとの結論を得た。本研究は上記
のこれまでの研究成果を継続的に発展させ
たものである。 
(3)本研究は、歴史学分野における数少ない日
本発のオリジナルな研究であり、国内外を問
わず類似の研究が皆無のため、世界的な反響
を呼び、平成11年以降、海外の大学や国際学
会から計57回の招待を受け、研究報告や講演
を行ってきた。また、過去10年間の研究成果
として、日本語著書2冊、英文共著3冊、英文
論文6編・独文共著2冊・中国語論文3編・ポ
ルトガル語共著1冊・日本語論文4編を公刊し
た。平成18年度には、海外から14名の参加者
を得て日本学術振興会国際研究集会「21世紀
の歴史学：学問・方法・教育」を主催した。 
 
2．研究の目的 
東アジアの歴史には規範的要素が強く、西洋
の歴史には認識的要素が強いが、本来的に歴
史は、洋の東西を問わず、認識的な要素と規
範的な要素を内包している。このふたつの要
素を分析的に検討することで、歴史の持つ文
化的・歴史的・社会的役割を解明するのが本
研究の目的である。 
具体的には以下の諸問題の解明を遂行した。 
(1)歴史という概念そのものに内包されてい
る認識的要素と規範的要素の解明。 
(2)歴史叙述における認識的要素と規範的要
素の比較考察。 
(3)歴史的空間概念の表象形態における認識
的要素と規範的要素の解明。 
(4)歴史的時間概念における認識的要素と規
範的要素の解明。 
 
3．研究の方法 
(1)歴史における規範と認識という着想を学
問的に研究・展開していく過程で、研究代表
者は次のようなより一段進んだ着想を得る
に至った。 
(2)多くの文化は「絶対的存在と相対的存在」
「完全なるものと不完全なるもの」「不動な
るものと可動なるもの」というふたつの構成

要素からなる。究極的な揺るぎない絶対的存
在を、多くの文化は全知全能の神を措定する
啓示宗教に求めてきた。したがって、そのよ
うな文化では、過去を再解釈する新しいパー
スペクティヴが常に提出され、歴史を書き直
すことが可能であった。なぜなら歴史は相対
的存在にすぎず、ひとつの認識方法に過ぎな
かったからである。 
(3)それに対して絶対神という概念を持たな
い東アジア文化は、人が依拠する絶対的なる
ものを歴史に求めてきた。したがって、東ア
ジアにおいては、歴史は規範的性格を帯びた
ものとなり、そのため権威的で書き換えを拒
否する歴史文化が形成されてきた。これは
「正史」という発想に現れている。 
(4)それぞれの文化が今現在、何に絶対的根拠
を置いているかは、法による統治が究極的に
何に由来するかについて述べている世界各
国の憲法前文を比較すると顕著である。キリ
スト教圏に属する国々の多くの憲法前文は、
全知全能の神への言及が行われており、イス
ラム諸国の憲法前文はアラーの神への言及
がなされている。これに対して東アジア文化
圏に属する国々の憲法前文は、歴史に言及し、
その歴史を統治権の根拠としている。そして、
宗教への言及が一切無いという点でも、これ
らの東アジア諸国の憲法前文は共通した特
徴を有している。(現行の日本国憲法はアメリ
カ人による制定なので、その前文には歴史へ
の言及がないが、大日本帝国憲法前文には歴
史への言及がなされている。)つまり、東アジ
ア世界は 2000 年前から絶対的なるものを歴
史に求め、歴史を軸にした文化をつくりあげ、
そして現在でもこの思考法は変わってはい
ない。 
(5)この方法は研究代表者だけのものであり、
憲法学・法思想史の専門家はまだこの着想に
至っていない。この新たな着想について、研
究代表者はこれまで国際学会で 9回研究発表
を行い、世界の多くの研究者と討論をおこな
った。その結果、地域的相違から着想したこ
の議論は、歴史学そのものに、或いは人間の
過去認識そのものの中に内在する要素であ
るというより高次の着想を得た。 
 
4．研究成果 
(1)平成 22 年度 
平成 22 年度は、歴史という言葉はヒストリ
ーの訳語として新たに導入されたにもかか
わらず、両者の概念の差異が拡大せざるをえ
ない文化的基盤について考察した。 
①歴史とヒストリーの概念の差違:啓示宗教
を軸にした文化と歴史を軸にした文化にお
いては、同じ「歴史」という言葉を使って「過
去に対する人々の姿勢」を表現するが、ヒス
トリーと歴史とではその概念形成の過程に
おいて多くの文化的違いがある。この問題に
関して研究代表者の論文"The Search for 
Scholarly Identity: Renaming the field of 



history in late nineteenth-century Japan"
をベースにして研究討議を行った。 
②歴史による義認:東アジアでは人間存在を
歴史によって義とするのに対して、啓示宗教
を持つ西洋及びイスラム文化では人間存在
を 神 に よ っ て 義 と す る 。 こ の 義 認
(justification)の仕方の違いについて、研究代
表者の論文“The Role and Function of 
History in the East and the West”をもとに
研究討議を行った。 
③歴史とロゴス:啓示宗教を軸にした文化と
歴史を軸にした文化の対比が本研究の根幹
をなすが、この対比は、ロゴス(言葉)とプラ
クシス(行為)という概念の対比に置き換え
ることが可能か否かに関して、両者の差違と
類似性について研究討議を行った。 
④歴史における認識と規範の問題に日本人
として最初に取り組んだ明治時代の歴史家
田中萃一郎の歴史理論を整理・研究した。 
⑤上記の研究成果の一部を 8 月 25 日にアム
ステルダムで開催された国際歴史学会議に
おいて、研究発表した。 
 
(2)平成 23 年度 
平成 23 年度は、東アジアの歴史叙述には規
範的要素が強く、西洋の歴史叙述には認識的
要素が強いが、本来的に歴史叙述は認識的な
要素と規範的な要素を内包していることを
解明した。 
①世界の文化にはその核心として、それぞれ
に異なる「不動なる文化の軸」を持つ。アブ
ラハムの宗教(ユダヤ教・キリスト教・イス
ラム教)を持つ文化においては、神の声を記
録した聖なる書物がその基軸となり、一方東
アジア諸国においては、国家の編纂による歴
史書が「不動なる文化の軸」を構成してきた。
②東アジアにおいては『オデッセイ』のよう
な叙事詩が存在せず、歴史のドラマ化が起こ
らなかった。その一方で事実を忠実に記録し
た「正史」が連綿と書き継がれて来ている。
これは歴史を「不動なる文化の軸」と位置づ
けたために、歴史の書き換えという発想が誕
生せず、歴史は規範形成のためのものである
と考えたからである。 
③上記の研究の成果を以下の国際学会で発
表した。(A)“East Asian Civilization and 
Historiography,”The International 
Conference on Asian Civilizations.(中国 
社会科学院、北京)5月 28日。(B)“Grounding 
East Asian Civilization,” The  
International Conference on Contemporary  
World and East Asian Civilizations. (ア 
サン研究所、ソウル)6月 1日。 
 
(3)平成 24 年度 
平成 24 年度は、歴史的空間概念における認
識的要素と規範的要素の解明を行った。 
①歴史叙述、特に世界史叙述において、歴史
家がイメージする世界像をコンピュータ
ー・グラフィックスの手法を用いて文字から

図像イメージに変換し、そこに現れた歴史意
識を分析した。今回は、ヘロドトス・アウグ
スチヌス・イブン＝ハルドゥーンについて研
究した。 
②歴史地図文化と歴史年表文化：過去を理解
するのに啓示宗教文化では歴史地図が多用
され、東アジア文化では歴史年表が多用され
る。この歴史理解の違いは何に由来するのか
を比較研究した。 
③上記の研究の成果を(A)英米文化学会第 30
回大会(山梨県立大学)及び(B)国際研究集会
“Challenges and Future Perspectives of 
Historical Theory”, Poznan University 
(Poland)で研究発表した。 
④上記の研究成果を学術論文として発表し
た。Masayuki Sato, "A Social History of  
Japanese Historical Writing 1400-1800,"  
in Jose Rabasa, Masayuki Sato, Edoardo  
Tortarolo, and Daniel Woolf (Eds.), The  
Oxford History of Historical Writing  
1400-1800, Volume3, (Oxford University  
Press, 2012), pp.80-102. 
 
(4)平成 25 年度 
①平成 25 年度は、紀年意識の中でも特に年
号と干支による紀年法・創世紀年法・キリス
ト教紀年法・イスラム紀年法等の間に見られ
る歴史的時間意識の規範性について考察し、
これらの中でなぜキリスト紀年だけが世界
共通紀年となることが出来たのかを紀年認
識という視点から検討した。 
②編年型歴史文化と叙述型歴史文化に関し
て、編年史を重要視する東アジアの規範的要
素の濃い歴史表現と、歴史はストーリーであ
ると主張する啓示宗教文化における認識的
要素の濃い歴史表現を比較考察し、本来歴史
そのものの中に内在するふたつの要素のバ
ランスが、なぜその表現形態において異なる
のかを考察した。 
③上記の研究成果の一部をドイツ・ミュンヘ
ンで開催された国際歴史教育学会で発表し、
ドイツ・ボッフムで開催された国際歴史理論
学会で発表した。加えて日本語の学術論文 1
編を刊行した。 
 
(5)平成 26 年度 
本年度は主として研究の総括を行った。研究
実績として、学術論文 5 件と国際学会発表 6
件の成果を得た。中でも、International  
Encyclopedia of Social and Behavioral 
Sciences (Elsevier, 2nd edition, 2014)に 
掲載された研究代表者の 2 件の大項目論文
"Historiography and Historical Thought:  
East Asia" 及び"Time, Chronology and  
Periodization in History"は、本研究の根幹
をなす成果である。 
本百科事典は、当該研究分野における世界の
最高権威が、執筆依頼を受けて著述したもの
である。つまり、本研究が歴史学の存在基盤
に関する世界最先端の研究として、国際的に



認知された証拠である。加えて本研究は、日
本人にしかできない独創的なアプロ-チであ
ることを、世界の歴史家が認めた結果でもあ
る。歴史分野の大項目執筆者 243 人中、日本
人執筆者は、研究代表者を含めて5人である。 
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